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(57)【要約】
　本発明は手工具１に関し、手工具１は、旋回軸３０の
周りを旋回するように配置される第１の要素２および第
２の要素３２を備え、第１および第２の要素は、各々、
活動部分４，３４およびグリップ部分６，３６を備え、
第１および／または第２の要素の活動部分およびグリッ
プ部分は、調整旋回軸１０，４２の周りを旋回するよう
に配置され、活動部分およびグリップ部分を互いに対し
て所定の位置にロック可能とするロック手段１２，４４
が設けられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手工具であって、
　旋回軸の周りを旋回するように配置される第１の要素および第２の要素を備え、
　前記第１および第２の要素は、各々、活動部分およびグリップ部分を備え、
　前記第１および／または前記第２の要素の前記活動部分および前記グリップ部分は、調
整旋回軸の周りを旋回するように配置され、前記活動部分および前記グリップ部分を互い
に対して所定の位置にロック可能とするロック手段が設けられる、手工具。
【請求項２】
　前記第１の要素および前記第２の要素の両方の前記活動部分および前記グリップ部分は
、調整旋回軸の周りで調整可能である、請求項１に記載の手工具。
【請求項３】
　前記ロック手段は、
　前記グリップ部分にまたは前記活動部分に配置された少なくとも２つの凹部と、
　前記グリップ部分または前記活動部分の他方の部分上に配置され、かつロック位置と解
放位置との間で移動可能な突出部材とを備え、前記ロック位置において、前記突出部材は
前記凹部のうちの１つと係合し、前記解放位置において、前記突出部材は、前記活動部分
および前記グリップ部分が互いに対して調整可能であるように前記凹部を解放する、先行
する請求項のうちいずれかに記載の手工具。
【請求項４】
　前記少なくとも２つの凹部は、前記グリップ部分に配置され、
　前記突出部材は、前記活動部分上に配置され、前記ロック位置と前記解放位置との間で
移動可能である、請求項３に記載の手工具。
【請求項５】
　前記突出部材がばねによって前記ロック位置に押付けられるように、前記突出部材が前
記ばねによって付勢される、先行する請求項のうちいずれかに記載の手工具。
【請求項６】
　前記ばねは、前記活動部分上に配置された板ばねである、請求項５に記載の手工具。
【請求項７】
　前記突出部材は、回転非対称断面を有する前記ガイド部分および／または前記ロック部
分を備える、請求項３から６のうちいずれかに記載の手工具。
【請求項８】
　前記突出部材は、面取りされた形態を有するロック部分を備える、請求項３から７のう
ちいずれかに記載の手工具。
【請求項９】
　前記凹部には、前記突出部材の面取り部と共働する面取りされた形態が設けられる、請
求項８に記載の手工具。
【請求項１０】
　前記突出部材はプレス部分を備え、前記面取りされた形態は、前記プレス部分から離れ
る方向に厚くなる、請求項９に記載の手工具。
【請求項１１】
　前記手工具は１丁のはさみであり、前記活動部分は切刃を備える、請求項１から１０の
うちいずれかに記載の手工具。
【請求項１２】
　前記手工具は１丁の鉗子であり、前記活動部分はあごを備える、請求項１から１０のう
ちいずれかに記載の手工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調整可能な手工具、特に１丁のはさみ、大ばさみ、または鉗子に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　はさみおよびあらゆる種類の鉗子などの手工具は一般的に、回転軸の周りを回転するた
めに互いに接続された２つの剛性要素を備える。両方の剛性要素は一方の外端にグリップ
部分を備え、他方の外端において活動部分が設けられる。この活動部分は、はさみの場合
には切刃とも称される刃部を備え、鉗子の場合には、活動部分にあごを設けることができ
る。
【０００３】
　たとえば美容師および外科医の作業中の場合のように、正確にかつ／または異なる位置
で作動することが必要な動作については、手工具は、剛性要素において角度を有して利用
可能である。そのような場合、ユーザは、角度が変動する複数の手工具、たとえば第１の
直線の連続的な手工具と、ハンドルと活動部分との間の角度が３０°である第２の手工具
と、ハンドルと活動部分との間の角度が４５°である第３の手工具とを利用可能である。
【０００４】
　ユーザは、所望の体勢および手工具によって取扱われる対象物の所望の視界に依存して
所望の角度を選択する。工具を変更することができることにより、ユーザは快適かつ健全
な姿勢を取ることが可能となり、良好な視界が手作業の品質に貢献する。
【０００５】
　特に所望の角度の変動に加えて、ユーザが異なる種類の手工具も必要とする場合、ユー
ザはすぐに多数の手工具を有することになる。
【０００６】
　プロの美容師が自由裁量で４丁のはさみ、つまり角度が異なる１組の通常のはさみおよ
び１丁のすきばさみを有することは珍しいことではない。同様に、外科医は、相当な数の
異なる手工具を自由裁量で有することが多い。
【０００７】
　専門的なはさみおよび外科用鉗子などの手工具は非常に高級な材料から製造されるため
、一般に非常に高価である。１つの手工具当たり数百ユーロの原価価格は珍しくない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記欠点が生じないか、または少なくともあまり生じない上記の種類の手工
具を提供することを目的とする。
【０００９】
　上記目的は、旋回軸の周りを旋回するように配置される第１の要素および第２の要素を
備え、第１および第２の要素は、各々、活動部分およびグリップ部分を備え、第１および
／または第２の要素の活動部分およびグリップ部分は、調整旋回軸の周りを旋回するよう
に配置され、活動部分およびグリップ部分を互いに対して所定の位置においてロック可能
とするロック手段が設けられる手工具によって本発明に従って実現される。
【００１０】
　手工具の一方または両方の要素の活動部分およびグリップ部分は互いに対して調整可能
であり、異なる位置にロック可能であるため、ユーザにとって最も快適な位置に手工具を
調整することができる。
【００１１】
　各要素が別個の活動部分およびグリップ部分を備えることのさらなる利点は、それらを
分解することができる点である。これにより、部品のうちの１つを交換する機会が提供さ
れる。
【００１２】
　第１の要素および第２の要素の両方の活動部分およびグリップ部分が調整旋回軸の周り
で調整可能である場合、特に有利な好ましい実施形態が得られる。調整可能な形態を与え
られることによって、両方の要素を所定の方向にともに調整することができ、それにより
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調整幅が増大する。両方のグリップ部分は、それらを扱うことができる互いの範囲内に結
局位置しなければならない。たとえば、第１のグリップ部は、ユーザの親指によって操作
され、第２のグリップ部分はユーザの同じ手の別の指によって操作される。
【００１３】
　さらなる好ましい実施形態によれば、ロック手段は、グリップ部分に、または活動部分
に配置された少なくとも２つの凹部と、グリップ部分または活動部分の他方の部分上に配
置され、ロック位置と解放位置との間で移動可能な突出部材とを備え、ロック位置におい
て、突出部材は凹部のうちの１つと係合し、解放位置において、突出部材は、活動部分お
よびグリップ部分が互いに対して調整可能であるように凹部を解放する。突出部材を凹部
に係合させることによって、ぴったり合い、かつしたがって操作上確実なロックが得られ
る。ぴったり合う係合は、確実に、ロックが摩擦に基づくことによるリスクである滑りに
よる望ましくない調整を妨げる。使用中の望ましくない調整は、たとえば美容師または外
科医が偶然に間違って切断するなどの望ましくない結果を引起す可能性がある。
【００１４】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、少なくとも２つの凹部がグリップ部分に配置さ
れ、突出部材が活動部分上に配置されるため、活動部分は大部分が手段がないままであり
得る。ユーザはこれによって、自分が行っていることについて良好な視界を維持する。美
容師はたとえば、切刃に沿って遮られていない髪を眺めることができる。突出部材は、ロ
ック位置と解放位置との間で再び移動可能である。
【００１５】
　また、グリップ部分上に配置することで、突出部材を板ばねで付勢するための十分な空
間が生じる。これはさらなる好ましい実施形態である。
【００１６】
　突出部材がばねによってロック位置に押付けられるように、突出部材は好ましくはばね
によって付勢される。このばねは、好ましくは板ばねである。板ばねはより多くの空間を
必要とし、したがって、より小型のコイルばねより劣っていると感じられ得るが、板ばね
は閉塞する傾向が低いことにより好ましい実施形態となる。板ばねが清潔なままであるの
に対し、手工具が美容師のはさみを備える場合、髪の一部がコイルばねに容易に挟まり得
る。板ばねは、医療用手工具の場合と同じく、衛生が重要である場合に利点をもたらす。
【００１７】
　さらに別の好ましい実施形態に従って、突出部材が、回転非対称断面を有するガイド部
分および／またはロック部分を備える場合、突出部材は、その長手方向の周りに回転可能
であることが妨げられる。したがって、突出部材のロック部分が、常に、したがって解放
位置に一時的に位置する時にも、選択された凹部とロック位置で係合するように配置され
ることができる位置に留まることを実現することが可能である。
【００１８】
　突出部材が面取りされた形態を有するロック部分を備える場合、さらに有利な実施形態
が得られる。この面取りされた形態により、ばねによって付勢される突出部材は、凹部と
のぴったり合う係合に常に導かれることになる。
【００１９】
　面取りされた形態と、面取りされた突出部材によってその端縁に密接して係合される管
状の凹部とを備える突出部材のみを想定することが可能であるが、さらなる好ましい実施
形態に従って突出部材の面取り部と共働する面取りされた形態が凹部に設けられている場
合、面取りされた突出部材と凹部との間の接触面領域の増大が得られる。
【００２０】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、突出部材はプレス部分を備え、面取りされた形
態は、プレス部分から離れる方向に厚くなる。プレス部分を指で押すことによって、ユー
ザは（ばね板）ばねの付勢を解放することができ、それによって突出部材が解放位置に移
動され、活動部分とグリップ部分との間の角度が調整可能である。
【００２１】
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　さらなる好ましい実施形態によれば、手工具は１丁のはさみであり、活動部分は切刃を
備える。
【００２２】
　代替的な好ましい実施形態によれば、手工具は１丁の鉗子であり、活動部分はあごを備
える。
【００２３】
　図面を参照して、本発明の好ましい実施形態について以下の記載でさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】両方のグリップ部分が最も外側の位置に位置する１丁のはさみの斜視図である。
【図２】図１に示されるはさみの右側側面図であって、第１の要素のグリップ部分の３つ
の可能な位置が示される図である。
【図３】図１のはさみの別の側からの斜視図である。
【図４】図１に示されるはさみの左側側面図であって、第２の要素のグリップ部分の３つ
の可能な位置が示される図である。
【図５】第２の要素のグリップ部分の調整機構の斜視詳細図である。
【図６】図５に示される調整機構のさらなる斜視詳細図である。
【図７】図５に示される調整機構の上からの断面図である。
【図８】面取りされた突出部材を有する代替的な調整機構の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１～図４に示される手工具１は、旋回軸３０の周りを旋回するように配置された２つ
の要素２，３２を有する１丁のはさみである。両方の要素２，３２は、活動部分４，３４
およびグリップ部分６，３６を備える。１丁のはさみの場合、活動部分４，３４は切刃で
ある。
【００２６】
　図示のはさみ１では、第１のグリップ部６は親指穴８を備え、第２の活動部分３４には
、薬指穴３８および小指タング４０が設けられている。
【００２７】
　活動部分４，３４およびグリップ部分６，３６は、調整旋回軸１０，４２の周りを旋回
するように配置され、活動部分４，３４およびグリップ部分６，３６を互いに対して所定
の位置にロック可能とするロック手段１２，４４がさらに設けられる。
【００２８】
　活動部分４，３４がそれぞれのグリップ部分６，３６に対して調整可能である所定の位
置は、凹部１４，４６によって規定される。図示の実施形態の各場合において３つの凹部
１４，４６が設けられ、それによって、図示のはさみ１の各要素２，３２は３つの位置に
おいて調整可能である。活動部分４，３４およびグリップ部分６，３６は、それぞれの調
整旋回軸１０，４２を中心に調整中に旋回する。
【００２９】
　図２は、第１の要素２の３つの可能な位置を示し、図４は、第２の要素３２の３つの可
能な位置を示す。
【００３０】
　両方の要素２，３２は同様の調整機構を備えるため、図５～図７を参照して第２の要素
３２の調整機構を以下で説明すれば十分である。
【００３１】
　図５の斜視詳細図では、第２の要素３２のグリップ部分３６には３つの凹部４６が設け
られている。図示の状況では、下側の凹部４６は、突出部材４８のロック部分５４によっ
てぴったり合うように係合される。ガイド部分５２の板ばね５６およびプレス部分５０は
、明瞭にするために破線で示される。板ばね５６は、第２の要素３２にボルト５８で取付
けられる。
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【００３２】
　突出部材４８は、図６により詳細に示され、プレス部分５０、ガイド部分５２およびロ
ック部分５４を備える。板ばね５６のバネ付勢が解消されるようにプレス部分５０が力で
押されると、突出部材４８は、第２の要素３２の活動部分３４の方向に移動することにな
る。これによってロック部分５４が凹部４６から摺動し、突出部材４８が解放位置に位置
する。この解放位置において、グリップ部分３６および活動部分３４の間の相対位置が調
整可能である。
【００３３】
　過度の回転を妨げるために、最も外側の位置において第２の要素３２の止め部分６４に
当接する止め突起６２が設けられる。
【００３４】
　所望の位置が設定され、プレス部分５０が解放されるとすぐに、板ばね５６が第２の要
素３２から離れる方に突出部材４８を再び移動させることになり、それによって突出部材
４８が再びロック位置に移動し、活動部分３４とグリップ部分３６とのさらなる相対回転
を妨げる。
【００３５】
　図示の好ましい実施形態では、ガイド部分５２には回転非対称形態が設けられているた
め、突出部材４８のための長手方向ガイドとして機能し、突出部材４８はその長手軸の周
りを回転可能であることが妨げられる。この目的で、突出部材４８の非円形形態は、第２
の要素３２の活動部分３４に配置された凹部によってぴったり合うように包囲される。
【００３６】
　図７は、第２の要素３２の断面を示す。凹部６０は、旋回ボルト３０を用いて第２の要
素３２を第１の要素２に旋回可能に接続することを可能にするように設けられる。
【００３７】
　代替的な調整機構が図８に示され、突出部材１４８は、面取りされたロック部分１５４
を備える。図示の実施形態では、ロック部分１５４および凹部１４６の両方に、対応する
円錐形態が設けられる。板ばね５６が突出部材１４８をロック位置において外方に押し、
ロック部分１５４の円錐形態がそれによって凹部１４６の同様の円錐形態に対して押され
るため、調整に必要な遊びが効果的に排除される。最小の遊びを有する調整機構がしたが
って提供される。
【００３８】
　発明の好ましい実施形態を示すが、上記の実施形態は、本発明を例示する目的のみに意
図され、発明の範囲をなんら限定するものではない。本発明は１丁のはさみに関連して記
載されたが、当業者は、発明に係る構造が鉗子を含む代替的な手工具にも適用可能である
ことを認識するであろう。また、右利き用の手工具が示されるが、本発明は普遍的な手工
具および左利き用の手工具にも適用可能である。
【００３９】
　さらに、図に示した実施形態は活動部分４，３４がそれぞれのグリップ部分６，３６に
対して調整可能である所定の位置を規定する３つの凹部１４，４６を備えるが、本発明は
３つの所定の位置に限定されないことを明示的に示しておく。本発明に係る手工具は、少
なくとも２つの所定の位置を備えるが、４つまたは５つまたはそれ以上など、４つ以上の
位置も備える。
【００４０】
　請求項中の手段に参照符号が付されている場合、そのような参照符号は請求項の理解に
寄与するようにのみ機能し、保護の範囲を全く限定するものではない。
【００４１】
　当業者は異なる実施形態の技術的な手段を組合せることができることを特に注記してお
く。
【００４２】
　記載された権利は、多くの変更を想定することができる範囲内において、以下の請求項
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によって規定される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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